
医学用語あれこれ ６

接頭辞を続けます。今回は場所を表す接頭辞を

少しまとめてみました。

ａｂ ：～から、～から離れた

※ ｃ、ｑ、ｔの前では 北ｓ

ｄｅ ：～から、～から下がった、～より減少

した

ｅｘ ：～から、～から外へ

※ ｆの前ではｅｆ

ａｄ ：～ の方へ、～に向かって、～に近接し

た

※ ｆの前ではａｆ、ｇの前ではａｇ

ｉｎ ：～の中へ

※ ｂ、ｐ、ｍ の前ではｉｍ

ｌの前ではｉｌ、ｒの前ではｉｒ

※ ｉｎは否定を表す場合もあります。

ａｂ、ｄｅ、ｅｘはいずれも”～から ” という意味

ですが、上記のように少しずつニュアンスが違い

ます。この違いを覚えておくと便利です。

ａｂがつく単語でまず最初に思い浮かぶのは ａｂ

／ｎｏｒｍ／ａｌでしょう。ａｂ／ｎｏｒｍ／ａｌは規則、正常を

表すｎｏｒｍ／ａという語を形容詞形ｎｏｒｍ／ａｌにかえ、

接頭辞 ａｈをつけたものです。正常から離れてい

るわけですから異常なという意味になります。

ｌａｃｔ／ｏ は乳汁を意味する連結形ですが、これ

に状態、行動を表す名詞接尾辞 一ａｔｉｏｎ をつけて

頭に接頭辞の ａｂをつけると ａｂ／ｌａｃｔ／ａｔｉｏｎ とな

ります。乳児を母親の胸、乳から離すこと、つま

り離乳、乳離れを指します。

関節を表す連結形 ａｒｔｈｒ／ｏ に状 態を表す名詞

接尾辞 －ｏｓｉｓ をつけ、ａｂをつけると、ａｂ／ａｒｔｈｒ

／ｏｓｉｓ 関節から離れた状態、脱臼になります。

ｄｅ は上述のように～から下がった、減少した

とい う意味で、否定的なニ ュアンスを含みます。
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ｄｅ／ｈｙｄｒ／ａｔｉｏｎという語を見てみましょう。ｈｙｄｒ

／ｏ は水を表す連結形です。これに名詞接尾辞の

－ａｔｉｏｎをつけ、頭に接頭辞 ｄｅをつけてｄｅ／ｈｙｄｒ

／ａｔｉｏｎ にすると、水が取り去られて減少した伏

態、脱水となります。

同様に、 ｄｅ／ｔｏｘｉｃ／ａｔｉｏｎという語は、ｔｏｘｉｃ／ｏ

が毒を表しますので、毒を減少させる行為、解毒

を意味します。

次に ｅｘ ですが、まず ｅｘ／ｅｎｃｅｐｈａｌパａ という

語を分解してみましょう。ｅｎｃｅｐｈａｌ／ｏ は脳に関

係のある語に使われる連結形です。 －ｉａは状態を

表す名詞接尾辞ですから、前に ｅｘ をつけると脳

が外へ悦出した状態、脳ヘルニアとなります。

ｔｕｂ／０は管を意味する連結形です。これに接尾

辞 一ａｔｉｏｎと接頭辞 ｅｘをつけて ｅｘ／ｔｕｂ／ａｔｉｏｎ

にすると、管を外に出す行為、抜管という意味に

なります。

ａｄはａｂと反対の意味を持つ接頭辞ですが、強

調の意を含むこともあります。腎臓を表す連結形

ｒｅｎ／ｏに形容詞語尾の －ａｌをつけて形容詞形に

し接頭辞 ａｄ をつけると、 ａｄ／ｒｅｎ／ａｌ 腎臓に近

接した、つまり副腎の、腎上体のという言葉にな

ります。

末端を意味する ｔｅｒｍｉｎ／０ を ｔｅｒｍｉｎ／ａｌにし、

頭に ａｄ をつけると、ａｄ／ｔｅｒｍｉｎ／ａｌ末端へ向か

うという形容詞になります。

ｉｎはｅｘ と反対の意味を持つ接頭辞です。

ｉｎ／ｔｕｂ／ａｔｉｏｎ は管を中に入れる行為、挿管を

指します。ｉｎ／ｔｏｘｉｃ／ａｔｉｏｎは毒が申にある状態、

中毒を意味します。 ｐｌａｎｔはラテン語の ｐｌａｎｔｏ

からきた植えるという動詞ですが、これにｉｎ を

つけて ｉｎ／ｐｌａｎｔ とすると、中に植える、すなわ

ち移植するという動詞になります。

まだまだ接頭辞が続きます。お楽しみに。

－ １１９




